
日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
七
十
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
一
日

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

田
中

栄
次

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
に
よ
る
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
承
認
に
係
る
委
員
会

指
示

１

定
義

こ
の
指
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

⑴

「
日
本
海
・
九
州
西
海
域
」

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
百
五
十
二
条
第
二
項
及
び
漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）

第
十
六
条
に
規
定
す
る
日
本
海
・
九
州
西
海
域

⑵

「
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
」

次
に
掲
げ
る
漁
業
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
漁
業
で
あ
っ

て
、
動
力
漁
船
に
よ
り
く
ろ
ま
ぐ
ろ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

イ

法
第
六
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
置
漁
業

ロ

法
第
六
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
共
同
漁
業

ハ

法
第
六
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
入
漁
権
に
基
づ
き
営
む
共
同
漁
業

ニ

漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
二

条
各
号
、
第
七
十
条
各
号
又
は
第
七
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
漁

業
ホ

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
府
県
知
事
が
定
め
る
規
則
に
定
め
る
知
事
許
可

漁
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
漁
業

（
イ
）
小
型
定
置
漁
業

（
ロ
）
小
型
定
置
網
漁
業

（
ハ
）
底
建
網
漁
業

（
ニ
）
別
表
１
の
上
欄
に
掲
げ
る
県
に
お
け
る
下
欄
に
掲
げ
る
漁
業

ヘ

法
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
指
示
に
よ
る
漁
業
で
あ
っ

て
、
別
表
２
の
上
欄
に
掲
げ
る
道
県
に
お
け
る
下
欄
に
掲
げ
る
漁
業

２

操
業
の
禁
止

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
日
本
海
・
九
州
西
海
域
に
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お
い
て
、
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
３
又
は
４
の
規
定
に
よ
る

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

操
業
の
承
認

⑴

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
の
開
始
の
日
の
前
日
（
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
）
に
お
い
て
、

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
十
三
号
の
３
の
⑴
又
は
４
の
⑷
若
し
く
は

⑸
の
規
定
に
よ
る
委
員
会
の
承
認
を
受
け
て
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
を
現
に
営
ん
で
い
る
者

（
以
下
「
旧
被
承
認
者
」
と
い
う
。
）
で
、
次
に
掲
げ
る
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
条
件
を
満
た
す
者

は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
日
本
海
・
九
州
西
海

域
に
お
い
て
、
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
を
営
も
う
と
す
る
場
合
に
は
、
使
用
す
る
船
舶
ご
と
に
、

令
和
五
年
二
月
十
日
ま
で
に
申
請
し
て
、
委
員
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
漁

獲
実
績
を
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
有
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
前
段
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
申
請
者
の
住
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県

の
水
産
主
務
課
長
に
よ
る
、
当
該
都
道
府
県
の
水
産
政
策
上
、
旧
被
承
認
者
に
係
る
承
認
を

保
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
当
該
都
道
府
県
の
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
の
遵
守
に
支
障

が
な
い
旨
の
意
見
書
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

ロ

申
請
者
の
住
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
の
水
産
主
務
課
長
に
よ
る
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
採
捕

に
係
る
都
道
府
県
知
事
が
行
う
採
捕
停
止
命
令
に
明
ら
か
に
従
わ
な
い
漁
業
者
で
は
な
い
旨

の
意
見
書
が
あ
る
こ
と
。

ハ

法
第
百
二
十
一
条
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
百
二
十
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
農

林
水
産
大
臣
の
命
令
が
出
さ
れ
た
日
又
は
承
認
を
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
で
は
な
い
こ
と
。

ニ

申
請
者
が
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

①

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
同
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
く
な

っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
以
下
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。
）

②

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
又
は
使
用
人
（
操
船
又
は
漁
ろ
う
を
指
揮
監
督
す
る
者
を

い
う
。
）
の
中
に
暴
力
団
員
等
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

③

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

⑵

令
和
五
年
二
月
十
日
ま
で
に
旧
被
承
認
者
か
ら
当
該
承
認
に
係
る
地
位
を
承
継
し
て
、
日
本

海
・
九
州
西
海
域
に
お
い
て
、
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
を
営
も
う
と
す
る
者
で
、
当
該
者
の
住

所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
の
水
産
主
務
課
長
に
よ
る
当
該
都
道
府
県
の
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能

量
の
遵
守
に
支
障
が
な
い
旨
の
意
見
書
が
あ
る
場
合
は
、
旧
被
承
認
者
に
代
わ
っ
て
、
⑴
の
規

定
に
よ
る
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
⑴
の
イ
及
び
ロ
の
条
件
は
適
用
し
な
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い
。

⑶

⑴
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
承
認
申
請
書
に
漁
船
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
謄
本
（
以
下
「
原

簿
謄
本
」
と
い
う
。
）
及
び
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
誓
約
書
を
添
え
、
更
に
⑵
の
規
定
に
よ

る
申
請
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
旧
被
承
認
者
が
現
に
所
持
し
て
い
る
承
認
証
及
び
別
記
様
式
第

三
号
に
よ
る
廃
業
届
を
添
え
て
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申

請
者
が
、
当
該
申
請
に
係
る
船
舶
に
つ
い
て
、
漁
船
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
旨
の
確
認
を
都
道
府
県
か
ら
受
け
た
と
き
は
、
原
簿
謄
本
の
添
付
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

承
認
証
の
交
付
と
変
更
等

⑴

委
員
会
は
、
３
の
⑴
又
は
４
の
⑵
若
し
く
は
⑷
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
被
承
認
者
（
以

下
「
現
被
承
認
者
」
と
い
う
。
）
に
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
承
認
証
を
交
付
す
る
。

⑵

現
被
承
認
者
は
、
承
認
申
請
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
委
員

会
に
変
更
の
申
請
を
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶

⑵
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
承
認
申
請
書
に
、
現
に
所
持

し
て
い
る
承
認
証
を
添
え
、
更
に
船
名
又
は
船
舶
総
ト
ン
数
の
変
更
に
係
る
申
請
の
場
合
に
あ

っ
て
は
原
簿
謄
本
を
添
え
て
、
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申

請
者
が
、
当
該
申
請
に
係
る
船
舶
に
つ
い
て
、
漁
船
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
旨
の
確
認
を
都
道
府
県
か
ら
受
け
た
と
き
は
、
原
簿
謄
本
の
添
付
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷

委
員
会
は
、
現
被
承
認
者
か
ら
、
当
該
承
認
の
期
間
中
に
、
当
該
承
認
に
係
る
地
位
を
承
継

し
よ
う
と
す
る
者
が
、
３
の
⑴
ハ
及
び
ニ
の
条
件
を
満
た
し
、
当
該
者
の
住
所
の
所
在
地
の
都

道
府
県
の
水
産
主
務
課
長
に
よ
る
当
該
都
道
府
県
の
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
の
遵
守
に
支
障

が
な
い
旨
の
意
見
書
を
添
え
て
当
該
承
認
の
承
継
の
申
請
を
し
た
際
は
、
こ
れ
を
承
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑸

⑷
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
承
認
申
請
書
に
、
現
被
承
認

者
が
現
に
所
持
し
て
い
る
承
認
証
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
廃
業
届
、
別
記
様
式
第
五
号
に

よ
る
誓
約
書
及
び
原
簿
謄
本
を
添
え
て
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
申
請
者
が
、
当
該
申
請
に
係
る
船
舶
に
つ
い
て
、
漁
船
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

登
録
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
旨
の
確
認
を
都
道
府
県
か
ら
受
け
た
と
き
は
、
原
簿
謄
本
の
添
付

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑹

現
被
承
認
者
は
、
当
該
漁
業
を
廃
止
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る

廃
業
届
に
、
現
に
所
持
し
て
い
る
承
認
証
を
添
え
て
、
委
員
会
事
務
局
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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５

承
認
証
の
再
交
付
の
申
請

⑴

承
認
を
受
け
た
者
は
、
承
認
証
を
亡
失
し
、
又
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に

よ
る
承
認
証
再
交
付
申
請
書
を
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
、
そ
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑵

３
の
⑶
並
び
に
４
の
⑶
、
⑸
及
び
⑹
に
規
定
す
る
現
に
所
持
し
て
い
る
承
認
証
に
つ
い
て
、

亡
失
又
は
毀
損
に
よ
り
委
員
会
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
別
記
様
式
第
四

号
に
よ
る
承
認
証
再
交
付
申
請
書
の
提
出
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

６

承
認
の
取
消
し
等

⑴

委
員
会
会
長
は
こ
の
指
示
に
違
反
し
た
者
へ
の
対
応
及
び
処
分
方
針
に
つ
い
て
別
に
定
め
る

も
の
と
す
る
。

⑵

委
員
会
は
、
承
認
を
受
け
た
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
承
認
を
取
り
消

す
も
の
と
し
、
当
該
取
消
し
を
受
け
た
者
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
承
認
証
を
委
員
会
事
務
局
に

返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

３
又
は
４
の
申
請
の
際
の
提
出
書
類
の
記
載
内
容
に
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

ロ

法
第
百
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
農
林
水
産
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合

７

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

８

そ
の
他

こ
の
指
示
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
会
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

別
表
１

道
府
県
名

漁
業
名

沖
縄
県

ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業

別
表
２

道
府
県
名

漁
業
名

北
海
道

ま
ぐ
ろ
釣
り
漁
業
及
び
ま
ぐ
ろ
は
え
な
わ
漁
業

青
森
県

ま
ぐ
ろ
は
え
な
わ
漁
業
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別記様式第⼀号

日本海・九州西広域漁業調整委員会会長　殿

住所：

氏名：

確認者（職・氏名）：

沿岸くろまぐろ漁業承認申請書

○○　　年　　月　　日

　沿岸くろまぐろ漁業について、日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第七十一号

に基づき、下表に記入のとおり承認を申請します。

都道府県 所属漁協・支所

氏　名

承認番号

現　行 変更（該当項目のみ記入）

漁船登録番号

船　名

○○　　年　　月　　日

主な水揚げ市場
（又は漁協）

備　考

操業海域

操業予定時期

使
用
す
る
船
舶

申請者住所

※申請者全員の申請内容を明らかにする書類を添付することにより、複数の申請者
が連名で申請することを可とする。

船舶総トン数

漁業の方法

　上記の漁船登録に関する記載事項について、漁船原簿の記載内容と相違がないこ

とを確認した。
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⽇本海・九州⻄広域漁業調整委員会会⻑

　　別記様式第二号

沿岸くろまぐろ漁業承認証
承認番号

住   所

⽒   名

船      名

漁船登録
番       号

承認期間

  年  ⽉  ⽇

備考：⽤紙は、⽇本産業規格Ａ６とする。

○○ 　年 　月 　日から

○○ 　年 　月　 日まで
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別記様式第三号

日本海・九州西広域漁業調整委員会会長　殿

住所：

氏名：

下記の船舶は、沿岸くろまぐろ漁業に使用することを廃止します。

１　船名

２　漁船登録番号

３　船舶総トン数

４　承認番号

記

廃　　業　　届

○○　　年　　月　　日
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別記様式第四号

日本海・九州西広域漁業調整委員会会長　殿

住所：

氏名：

下記の船舶に係る沿岸くろまぐろ漁業の承認証について、再交付を申請します。

１　船名

２　漁船登録番号

３　船舶総トン数

４　承認番号

５　再交付の原因

記

承認証再交付申請書

○○　　年　　月　　日
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別記様式第五号

日本海・九州西広域漁業調整委員会会長　殿

住所：

氏名：

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　私は、次の①から③までのいずれにも該当しないことを誓約します。

②　法人であって、その役員又は使用人（操船又は漁ろうを指揮監督する者をいう。）
　の中に暴力団員等に該当する者があるもの

③　暴力団員等がその事業活動を支配する者

①　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条
　第６号に規定する暴力団員又は同号に規定する暴力団員でなくなった日から５年を
　経過しない者（以下「暴力団員等」という。）

適格性に関する誓約書

○○　　年　　月　　日

（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
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